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研究成果の概要（和文）：波長操作型および偏光感受型前眼部光干渉断層計を用いて、緑内障

に対する線維柱帯切除術後眼の形態的、偏光特性の評価を行った。 

正常眼における生体計測も行い、他の光学式、超音波式による計測結果と光干渉断層計による

測定結果に良好な相関があることを示した(Ophthalmology, 2009)。3次元解析が可能であるため

病変の特定を容易に行い、さらに、容積評価も可能であった。 

線維柱帯切除術を施行し、術後経過良好な症例では、眼内組織からのバイパス路のプールであ

るろ過胞内部水隙が大きく、また、ろ過胞壁が厚く、低反射の組織を含んでいることが明らか

となった(Ophthalmology, 2009)。偏光特性に着目すると、術後経過が長い症例ほど、また、術

後経過不良な症例ほど、偏光特性が変化していることが明らかとなった(Opt Express, 2009)。 
 
研究成果の概要（英文）：We evaluated structure and birefringence properties of post 
trabeculectomy eyes for glaucoma by using swept-source and polarization-sensitive 
optical coherence tomography. We also measured normal anterior segment of the eye and 
compared with the other optical and ultrasound devices (Ophthalmology 2009). We detected 
three dimensional corneal lesion and calculated volume of the anterior chamber 
(Ophthalmology 2009, Cornea 2007). We noninvasively visualized the internal aqueous 
outflow channel and calculated three-dimensional volume. The successful blebs with good 
function presented large internal fluid filled cavity, greater hypo-reflective area, and 
thicker bleb walls with more microcysts. The unsuccessful blebs showed greater 
polarization change (Opt Express 2009). 
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１．研究開始当初の背景 
日本において、失明原因の 1位は緑内障であ
る。無治療では失明に至るため、積極的な治
療が必要といえる。進行抑制のための治療法
には大きく薬物療法と手術療法が存在する
が、薬物療法でコントロールできない場合、
手術療法が唯一の進行を防ぎうる方法とな
る。現在、もっとも効果が高いと考えられて
いる手術方法は線維柱体切除術という術式
である。眼内の水を眼外へバイパスするとい
う方法であるが、その内部形態や偏光特性を
立体的に評価し、改善する手法は存在しなか
った。 
 
２．研究の目的 
緑内障に対する線維柱帯切除術は強膜にバ
イパス路、すなわちろ過胞を形成し、生理的
には眼内にのみ存在する房水を結膜下に導
くことで眼圧下降を得るというものである。
適正な眼圧を得るためには、ろ過胞をあまり
線維化させず、かつ、過度の菲薄化もさせな
い状態を目指す必要がある。しかし、ろ過胞
の正確な評価は比較的主観的であるため、非
侵襲的に組織内部の組織特性、及び形態の 3
次元構造を観察する機器が必要である。その
ため、我々は新しい技術である光干渉断層計
を用いて、線維柱体切除術後の眼球の立体的
形態、偏光状態を明らかにして、線維柱体切
除術の成績を向上させることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
筑波大学計算工学が開発した波長走査型お
よび偏光感受型光干渉断層計を用いて、前眼
部の測定を行う。筑波大学倫理委員会の承認
を得て、人眼の計測を行い、線維柱体切除術
後の精細な眼内の形態変化・偏光特性の変化
をあきらかにする。 
 
４．研究成果 

波長操作型および偏光感受型前眼部光干渉
断層計を用いて、緑内障に対する線維柱帯切
除術後眼の形態的、偏光特性の評価を行った
。 

緑内障眼の評価のみならず、正常眼におけ
る生体計測も行い、他の光学式、超音波式に
よる計測結果と光干渉断層計による測定結果
に良好な相関があることを示した
(Ophthalmology, 2009)。3次元解析が可能で
あるため病変の特定を容易に行い、さらに、
容積評価も可能であっ(Ophthalmology,2009)
。その他、眼外傷（Acta Ophthalmol Scand, 
2007）, 角膜変性疾患(Cornea, 2007)の前眼
部３次元解析を行った。 

線維柱帯切除術を施行し、術後経過良好な
症例では、眼内組織からのバイパス路のプー
ルであるろ過胞内部水隙が大きく、また、ろ
過胞壁が厚く、低反射の組織を含んでいるこ

とが明らかとなった(Ophthalmology, 2009)
。偏光特性に着目すると、術後経過が長い症
例ほど、また、術後経過不良な症例ほど、偏
光特性が変化していることが明らかとなった
(Opt Express, 2009)。 
以上の知見は、緑内障手術後成績の向上を目
指す上での基礎的なデータとなる。今後の術
式の改善に有益な情報である。すなわち、現
在日本における失明率 1位である緑内障によ
る失明の抑制につながりうる。また、正常眼
のデータにより光干渉断層計測定自体の信
頼性も明らかとなった。その他の前眼部の疾
患に対する応用も可能であり、機器の汎用性
も確かめられた。今後の課題として、どのよ
うな術式でどのような手術補助品を使用す
れば、良好な予後につながるかを特定すると
いうことが挙げられる。さらに、緑内障手術
のみに限定せず、他の前眼部手術に対する応
用も考えられる。 
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